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最後に今回の発掘調査で確認した主要な遺構・遺物について時期ごとに概観して、まとめに代えたい。

1 弥生時代（後期後半）

今回検出した2基の井戸はいずれも、幅0.35m前後、厚さ0.03m前後の縦板4枚を使用し、南北に長

い長方形に組む構造である。縦板下方の両端には穿孔があり、 SEOlではここに樹皮を通して4隅を緊

縛している。SE03では、遺存していなかったため不明であるが、有機質の紐状のものを穿孔に通して

いたと推測される。四隅がぴたりと組み合うように、 SEOlの縦板の両側面には内側に向かって傾斜面

が付けられており、 SE03の東西の縦板には両端に決りが施されている。福井県内では初めて確認され

た縦板組構造の井戸であり、若狭では木製井戸枠をもつ井戸も初検出である。

SEOlの井戸枠は、樹皮で緊縛する際に細長い板材を内側に挟み込んだり、緊縛した際にできる穿孔

と樹皮との隙間には木の小片を差し込んで仕上げるなど丁寧な作りである。また、北東の角を除いて井

戸枠の傍らには、井戸枠とほぽ同じ高さの杭が打ち込まれている。これは井戸の4隅にかかる圧力を弱

め、井戸を長期にわたって使用できるようにするために施されたと考えられ、高い技術力がうかがえる。

また、 SEOlは廃絶の際に、一旦中位まで埋めてから、縦杓子と小型壺などを置いて埋め戻 している

と考えられ、井戸鎮めなど埋井に関する儀礼が行われたことをうかがわせる。特に、水を汲むための縦

杓子と水を貯めるための小型壺が完形で揃って出土していることは、水壺としての機能が想定されるも

のが井戸祭祀に用いられた可能性があるとする説（l)とも一致する事象と考えられる。

当遺跡では集落の中央に自然流路が流れていたと考えられ、飲料水には窮しなかったと推測される。

井戸の必要性が少ないことから、井戸が単に水を取得するための手段とみなされていたとは考え難い。

井戸は特別な理由があって作られた可能性が高いと考えられ、作りが丁寧なことや廃棄の際に何らかの

儀礼が行われたと想定されることも、その間接的な証拠と考えられる。

2 古墳時代（後期）

5区では6世紀末から7世紀初頭に比定される大型掘立柱建物SBOlを確認した。隅と中央の柱間寸

法の違いから身舎が桁行4間（11.00m)以上、梁行2間（6.00~6.40m)の四面庇付建物であると考えら

れ、現在確認されている県内の古墳時代の掘立柱建物のなかで最大の規模を誇る。また、身舎の柱穴は

長軸1.50~2.18mと非常に大きく、中央付近に柱を設置したと推定される一抱え以上もある大きな石を

置き、その周りを人頭大の石で囲んでおり、大掛かりな建築工事が行われたとみられる。身舎の柱は土

層断面の観察から直径0.35m前後とみられ、庇部分の柱は遺存例から直径0.20m前後と考えられる。

SBOlの区画溝の可能性があるのが、東辺に平行してはしるSD18である。ここからは唯一器形のわか

る鼈形土製品（第66図5)が出土している。くの字状口縁をもち、庇を付加するもので、日本海側を中心

にみられる器形である。基部は末広がりとなっており、底面に製作時の圧痕がみられる。京都府綾部市

青野南遺跡など丹後の出土例と多くの共通点を有する。庇にはススが付着するが少量であり、長期にわ

たる使用とは考え難い。当遺跡では、併せて104点もの寵形土製品の破片を確認しており、県内で最多

の出土数を誇る。特に5区の出土数は90点で群を抜いている。寵形土製品の用途については、 屋外と屋

内双方で使用する、移動可能な火処と捉える意見(2)もあるが、造り付け寵をもつ竪穴住居からも出士し

ていることから、非日常の宗教的祭祀において聖なる食物を調理するための寵であったとする説が有力

である叫 このように考えるならば、ススの付着がほとんどみられないなど使用痕跡が希薄なことや、

約10個体という多数の寵形土製品が必要とされたと推定されることも理解できる。
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SBOlは、四面庇付建物と考えられること、また祭祀に関連するとされる寵形土製品が周囲から多数

出土していることなどから、 一般の住居とは考えにくく、豪族または首長の居館であったと考えられる。

その墓域としては、対面の丘陵上にあって、あわせて100基以上という盛んな造墓活動がみられる多田

古墳群 ・検見坂古墳群が挙げられるが、両古墳群とも大半が詳細不明であるため推論の域を出ない。

3 平安時代

中心となる時期は10世紀前半である。当該期に比定できる遺構は少ないが、遺物は質量ともに豊富で、

文字資料（木簡・墨書土器）も確認している。なかでも注目されるのは「乃井村」(4)と書かれた灰釉陶器（第

42図45)であり、この「乃井村」の「乃井」が、 「濃飯駅家」の「濃飯」の同音異字である可能性が考えられる。

「濃飯駅家」とは「延喜式」や「和名類緊抄Jにみえる若狭国遠敷郡の駅家である。平城宮跡出土木簡に「若

狭国遠敷郡野駅家（大湯坐連X御口 x)」「十月十五日」とみられる「野駅家」は「濃飯駅家」を指すと推定さ

れている。また野駅家は野里郷に置かれ、野里郷は藤原宮木簡や平城宮木簡にみられる野里 ・野郷また

は野郷野里に相当するとされている。「濃飯駅家」の比定地については、伴信友著の「若狭旧事考」に代表

される若狭町上野木 ・中野木・下野木付近とする野木説や、真柄甚松氏などがとる小浜市平野付近とす

る平野説があるが、ともに小字名から想定されたもので決め手を欠いている。

今回出土した付札木簡の1枚には「乃間田」との墨書がみられる。前述の「乃井村」と同じ「乃」がつき、

関連をうかがわせる。 「乃井」が「濃飯」そして「野里」に通じるとすれば、「乃井村」と「乃間田」は「野（里）

郷」に存在した地名である可能性が考えられる。

墨害土器では、 4区の上層包含層からまとまって出土した灰釉陶器3点（第49図104~106)も注目に値

する。これらの墨書はよく似た筆跡であり、「若栗」2点と破損のため「栗」のみ判読できるものが1点あ

る。「若栗」を「わくり」と読めば、遺跡の所在地の「和久里」を指すと考えることができる (4)。「和久里」の

文字を見出せる最も古い文書は、建久7年(1196)6月の「若狭国源平両家祗候輩交名案（京都東寺百合文

書ホ）」であり、和久里を本貫としたと推定される「和久里四郎兵衛尉時継」という国街在庁官人で御家人

でもあった人の名字として記されている。地名としては、 「若狭国守護職次第 群書4Jに建武3(1336) 

年足利尊氏方の若狭国守護斯波時家が小浜入部のとき焼き払った在所の 1つとして「和久利」がみえるの

が初見である呪 「若栗」と記された灰釉陶器は10世紀前半と考えられる資料であり、「若栗」が「和久里」

の同音異字であるとすれば、 「わくり」という名が「若狭国源平両家祗候翡交名案」に書かれる150年以上

前から使われていたことになる。また「和久里」という地名は、国郡郷里制の里を想起させるものであり、

さらに使用が遡る可能性も考えられる。そして、そうであるとすれば、国郡郷里制廃止後に「和久里」が

「乃井村」のなかに包摂される形で存在していたと考えることもできるかもしれない。

灰釉陶器や木簡に書かれた文字が、仮に「野（里）祖5」や「濃飯駅家」に関係するとしても、出土地を当の

ものとするのは短絡的である。しかし当遺跡では施釉陶器が多量に出土しており （6)、椀・ 皿だけでなく

壺も確認しているほか、灯心油痕をもつ須恵器椀（第49図73)や湊を塗布した土師器椀（第44図16・第48

図17)など一般の集落遺跡ではあまりみられないようなものも出土している。福井県内で施釉陶器が出

土する遺跡の多くは北陸道沿いにあると指摘されており （7)、若狭で比較的まとまった量の施釉陶器が出

土した若狭町玉置遺跡（第3図70)や大飯町吉見浜遺跡でも、椀．皿以外の器種は報告されていない18)0 

このようなことからも、こうした希少な遺物の存在は、これらを使用した限られた人々の存在を強く意

識させるものである。また、もう一枚の付札木簡は「ロロ籾一石」と判読でき （9)、種子札と推定される。

種籾の管理に使われたとみられることから、種籾や穀を管理した正倉などの施設が近くに存在した可能
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性がうかがえる。このように出土遺物からは、北陸道沿いにある官術的色彩を見て取ることができる。

仮に木崎遺跡が所在する南川下流域に「野（里）郷」があったとすれば、これまで空白であったこの地域

の祁名を埋めることになる。加えて野（里）郷を若狭町野木に比定する場合に問題となる点、即ち遠敷郷・

玉置郷 ・丹生祁が非常に近接している中で玉置郷の側に野（里）郷を置く余地（力）があるのかという点も

解決できる。ただ当遺跡の周辺に「濃飯駅家」を比定すると、有力な国府推定地である松永 ・遠敷地区の

西に駅家があることになり、都に近い方に駅家がある一般的な駅家のあり方とは異なる状況になる。こ

のことは既に芝田寿朗氏や馬場基氏によって検討されており岡、両氏は丹後方面への道の存在とその道

に沿って若狭国西部地域に文献にみえない駅家が置かれていた可能性や、日本海に通じる港を目指して

いた可能性を指摘されている。また、馬場氏は条里遺構の分布が木崎付近までであることに着目し、旧

来は木崎遺跡周辺が古代港湾の立地としては最適な潟湖であったではないかとも言及されている。

当遺跡周辺に「濃飯駅家」を想定した場合、各駅家との関連を見ると、 「濃飯駅家」と「近江国高島郡三

尾駅家（滋賀県安曇川町）」の間の距離は約39kmと、「令義下」で規定された州里（約16km)の2倍以上の距

離がある。また、同様に「濃飯駅家」と「和名類緊抄」にみられるもう一つの若狭国の駅「弥美駅家（美浜町

興道寺廃寺付近）」の間の距離も約31kmもある。しかし、「濃飯駅家」と「弥美駅家」の間には「葦田駅家（若

狭町相田付近か）」が想定され、それを勘案すると「濃飯駅家」と「葦田駅家」の間が約19km、「葦田駅家」と

「弥美駅家」の間が約12kmで、規定に近い数値が得られる。

以上、概観してきたが、今回の調査で出土した文字賓料は、 「濃飯駅家」や「野（里）祁」の所在地を匂わ

すものではあるものの、所在地論争を終結させるにはやや脆弱である。また、ともに公的施設の存在が

指摘されている松永 ・遠敷地区の遺跡群や府中地区の遺跡群との関係など解明すべき問題が山積してい

ることも事実である。しかし、 「野（里）祁」や「濃飯駅家」に関係すると考えられる文字資料が若狭国遠敷

郡内で初めて確認されたこと、そしてその出土地点がこれまで「濃飯駅家」に比定されてきた若狭町野木

や小浜市平野付近とは全く異なる場所であったことは非常に意義深いものがある。この先、「濃飯駅家」

や「野（里）郷」の所在地を比定する際には、看過できない賓料となろう。
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査面和

所在地
調査期間

m2 

調査原因
所収遺跡名 市町村 遺跡番号 0 1”  0 9 9 

きざきやまじょうあと ふくいけんおばましきざき
18204 07118 35° 135° 20050912 l,630nf 舞鶴若狭自動

木崎山城跡 福井県小浜市木崎 29' 45/ ～ 車道建設

8" 48" 20060531 
""""""'•一•""""""'•一II """ヽ"'•一•""""""'•一•""'""●●●●I— "'""●●●●I•一••ヽ"' ヽ●●●●I•一••,....,...."' に一•,....,....,.―,....,....,. •一,....,....,...•一·,..、,....,... ー...............—•"'

きざきいせき ふくいけんおばましわくり 18204 07112 35° 135° 20060614 798rrf 

木崎遺跡 福井県小浜市和久里 29' 451 ～ 

8" 48" 20060906 

遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

木崎山城跡 弥生墳墓 弥生時代 台状墓 弥生土器 経塚からは非常に保

経塚 平安時代 埋経施設 陶磁器 存状態の良い経筒が出

山城 鎌倉時代 堀切・曲輪 金属製品・銭貨 土している。

戦国時代
11111111111111-1111111111111ヽI—·』l 1111111ヽIll—』ヽll1111111111ー111111111111111—111111111111111—111111 1111111—1111111111111111ー1111111111111一Iヽll11111111111一111111111111111一111111ヽ1111111ー1111＇ヽ111111111—1111111111ヽ1111—11111111ヽIIII,I—1111111

木崎遺跡 集落 弥生時代 掘立柱建物 弥生土器・須恵器 「乃井村」「若栗」と判読

居館 古墳時代 井戸 鼈形土製品・土師器 できる墨書土器が出土

官街か 平安時代 土坑 灰釉陶器・緑釉陶器 している。

陶磁器・木製品

石器・石製品・銭貨

木崎山城跡

小浜市東部に位置する山城跡の一部を調査したところ、弥生時代後期の台状墓2基、平安

要約
時代と鎌倉時代の経塚各1基を検出し、丘陵の断続的な利用が明らかとなった。

木崎遺跡

弥生時代・古墳時代・平安時代の複合遺跡で、古墳時代後期の大型掘立柱建物や、平安

時代の文字資料（木簡・墨書土器）など注目される遺構・遺物を検出した。
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